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板ジャッキ工法による破壊力の簡易計算方法 
板ジャッキ工法はカッターで切断した３ｍｍ程度の幅の溝に挿入し、大きな膨張力を利用し、

破壊解体出来る従来の工法とは大きく異なったものです。 
破壊に必要な力は破壊するコンクリートの強度を断面積から計算し、鉄筋が有る場合は鉄筋の

強度を計算合計して出します。 
例：（無筋の場合） 
Ａ寸法＝切断深さ＝板ジャッキ幅 
Ｂ寸法＝垂直破砕部分 
Ｃ寸法＝水平破砕部分 
コンクリート圧縮強度＝Ｄ（kg/ｃ㎡） 
板ジャッキ圧力＝Ｅ（kg/ｃ㎡） 
Ｂ＞Ｃの場合クラックＧ方向 
Ｃ＞Ｂの場合クラックＦ方向 
計算例： 
Ａ＝10cm､Ｂ＝50cm 

コンクリート引っ張り強度は圧縮強度の約 1/10 ですので、210 kg/ｃ㎡の場合≒21 kg/ｃ㎡と

なる。コンクリート 1cm 当りの引っ張り強度Ｈは 21 kg/ｃ㎡＊50cm＝1050kg 

板ジャッキの拡張力 I はポンプ圧力を 200kg/ｃ㎡掛けた場合深さ方向 10 cm＊200kg/ｃ㎡＝

2000kg となる。よって I＞Ｈとなりコンクリートは破壊します。よってポンプ圧力を 105kg/ｃ

㎡以上掛けた場合は破壊します。 

60cm のコンクリートを破壊するには 10cm だけ切断すれば残りの 50cm は切断しなくとも、破壊

する事が出来ますので施工時間の大幅な短縮、ダイヤモンド工具の大幅な低減が可能になりま

す。 

実際にはＤ点に応力集中と言う力が働き、コンクリート強度は切断幅、形状によって異なりま

すが 1/3～1/9 程度の強度に低下しますので、これよりより小さな力で容易に破壊出来ます。 

バスターの場合は円形状である為に応力集中を利用した破壊には向きません。 

又鉄筋の入っている場合は鉄筋の引っ張り強度を考慮しなければなりませんが、バスターの施

工の際でも分かるように、実際には鉄筋は切断せずにズレが発生しますので、鉄筋の全ての引

っ張り強度を考慮に入れる必要が有りません。しかし鉄筋は切断せずズレ込みますので板ジャ

ッキ拡張後は、ガス及びプラズマ切断機等で溶断しなければなりません。 

又、ワーヤーソーの水平切断等の際も以前はクサビを適時打ち込んでおりましたが、ある程度

切断した後、水平に切断部分に板ジャッキを挿入、拡張させる事によりクサビを適時打ち込む

事無く、残りの未切断部分の強度より板ジャッキの拡張力が大きくなった時にコンクリートは

破壊しますので施工時間の大幅な短縮が可能となります。又ワイヤーソーの水中の水平切りの

特許にも抵触しませんので、安心して御使用頂けます。 
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